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プロセス産業の安全を考える時，プロセスの安全と
人の安全の両方を考えねばならないと思っている．こ
の両方が達成できて初めてプロセス産業は安全と言え
るのである．プロセスの安全を達成するためには，プ
ロセスの安全をリスクベースで管理するシステム（仕 
組み）が必要で，その仕組みにはリーダーや管理・監 
督者の役割と責任，リスクアセスメントやリスクの管
理，教育・訓練，運転や保全や設計の手順，変更の管
理等に関する要求項目と具体的な目標値が設定され，
それが従業員や協力会社員に教育・理解された上で，
現場での実行が常に適正に行われている必要がある．
実は現場での実行を常に適正に行うには，もう一つ必
要なことがわかってきている．それは組織を構成する
リーダーや個人が自ら進んで現場でのプロセスの安全
を達成しようとする組織の風土（安全文化）が維持さ
れている必要があることである．
安全文化については様々な研究が世界で実施されて

きている．その中でも日本の風土に合致した整理をさ
れている田村昌三東京大学名誉教授の保安力の中の以
下の 8つの要素からなる安全文化の定義に非常に興味が
あるとともに，CCPSの Essential Practices for creating, 
strengthening, and sustaining process safety cultureと
いう本の中での常に我々は完壁でないという恐れを持
ち続けること（Maintain a sense of Vulunerability）と
いう安全文化の要素を説明した一文が正に要を得てい
ると思っている．（保安力の中での安全文化の 8つの
要素とは，リーダーに必要な要素（組織統率，資源管
理，作業管理），個人に必要な要素（危険認識，動機
付け，学習伝承），リーダーと個人の両方に必要な要
素（積極関与，相互理解）である．）
常に我々は完壁でないという恐れを持って組織が行

動すれば，重大な事故のちょっとした兆しにも気づ
き，対策を事前に打つことが可能となり，また他社の
事故として気にもしなかった事故の教訓から自社，自
所で同様の事故が起こらないか，起こらないようにす
るために必要な改善は何かを真摯に考えることができ
ると思うのである．
特にプロセスの安全で注意すべき事項は事業所外へ
影響するような重大な事故，小職の勤める石油産業で
は，次の 5つの事象を起こす確率を徹底的に設備，仕
組み，人の教育・訓練，防災活動等で低減し，それを
適正な状態で維持させることに注力している．（5つの
事象とは，BLEVE（沸騰液体蒸気爆発），VCE（蒸気
雲爆発），タンクの全面火災，毒性ガス・液体の所外放
出事故，容器・機器の破損であり，いずれも我々のよう
な石油産業で所外に重大な影響を及ぼしうる項目であ

る．）
このような所外に影響を及ぼす重大な事故はプロセ

ス産業の中でも，その業態により，例えば石油精製， 
石油化学，薬品，食品，エネルギーなどの業態により
少しずつ異なっていると思われる．大事なことは自
社，自所のプロセス上どのような所外に影響を及ぼす
事象があり，それが起こるシナリオを解析し，そのシ
ナリオにおける各分岐点（研究，設計，施工，建設， 
運転，保全，防災，変更時等）での発生する確率をど
こまで対策をとり低下させるかということである．リ
スクベースでプロセス安全を管理するシステム（仕組
み）とは正に所外に多大な影響を与える重大な事故を 
防止するための仕組みなのである．所外に多大な影響
を与える重大な事故を防止するためには対策，まさに
リソースは多大に使う必要がある．しかしながら日本
の今の事故の定義を見た時にその概念整理が諸外国と
比べて遅れていることを非常に心配している．特に日
本で各保安関連の法で定義されている事故の内容には
上述した所外への多大な影響性を考慮したものがほと
んどない状態である．
事故とは，一般的な用法では予期していなかったの

に人の体が傷ついたり生命が失われたり，あるいは 
物が損傷したり，財産に損害が発生するような出来事
のことである．事故という言葉には，運命的で避けが
たいものというニュアンスが含まれる．欧米では事故
を意味する言葉として，Accidentが用いられてきた
が，事故は予測可能であり，科学的分析を講じて対策
すれば予防することが可能であるという考え方が今で
は一般的となり，Accident は使わず，傷害，損害，
爆発等といった個別の事象を表す言葉に置き換えられ
つつある．この動きは医学界で顕著であり，一部の医
学誌では Accidentの使用を禁止している．事故は科
学的な分析：リスクアセスメント（危険源を特定し，
危険源が出現するまでのシナリオを想定し，そのシナ
リオの分岐点での確率評価を行ない，最終的な危険源
が事象として出現する程度（重大性）と確率を導き出
すこと）を行うこと，そして，そのシナリオの経路で
確率や重大性を低下させる措置（設備改善，仕組みや
手順の改善，人や組織の改善等）を検討すること（リ
スク低減対策の検討）で，最終的な危険源が事象とし
て出現する程度（重大性）や確率を低下させる対策の
立案が可能となる．
保安に関係する各法での事故の定義を所外への多大

な影響性を考慮したものに変更することで，事故に対
する対応の優先順位が決められ，日本及びプロセス産
業が事象の重大性に応じたリソース対応が可能とな
り，重大性の高い事故の発生する確率がより低下し
て，より安全な日本，社会，プロセス産業になってい
くことを願ってやまないところである．
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